
 

 

各  位                                                             平成 26 年 10 月 10 日 

                          会社名  キムラユニティー株式会社 
                          代表者名 代表取締役社長 木村 幸夫 
                         （コード番号 9368 東証・名証第１部） 
                                         問合せ先 取締役管理本部長 小山 幸弘 
                                   TEL 052-962-7053 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年４月 25 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたします

のでお知らせいたします。 

業績予想数値の修正 

（１）連結業績予想値の修正 

①平成 27 年３月期第２四半期累計期間 （平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） ２１，９００ ７２０ ８５０ ４８０ ３９．７７

今回修正予想（Ｂ） ２１，８００ ５７０ ７５０ ３３０ ２７．３４

増減額（Ｂ－Ａ） △１００ △ １５０ △ １００ △ １５０ 

増減率（％） △０．５ △２０．８ △１１．８ △３１．３ 

（ご参考） 
前期第２四半期実績 

（平成26年3月期第２四半期）
１９，７０１ ７８５ １，０２１ ５８９ ４８．８３

②平成 27 年 3 月期通期（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） ４５，０００ １，７５０ ２，０００ １，１５０ ９５．２９

今回修正予想（Ｂ） ４５，２００ １，７００ １，９００ １，０００ ８２．８６

増減額（Ｂ－Ａ） ２００ △  ５０ △ １００ △ １５０ 

増減率（％） ０．４ △ ２．９ △ ５．０ △１３．０ 

（ご参考） 
前期実績 

（平成26年3月期） 
４０，８４６ １，６８９ ２，１３２ １，２２６ １０１．６２

（２）個別業績予想値の修正 

①平成 27 年 3 月期第２四半期累計期間 （平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） １７，６６０ ３３０ ４２０ ２２０ １８．２３

今回修正予想（Ｂ） １７，６８０ １９０ ４７０ ２４０ １９．８８

増減額（Ｂ－Ａ） ２０ △ １４０ ５０ ２０ 

増減率（％） ０．１ △４２．４ １１．９ ９．１ 

（ご参考） 
前期第２四半期実績 

（平成26年3月期第２四半期）
１７，３７０ ４６１ ５９３ ２９０ ２４．０５



 

②平成 27 年 3 月期通期（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） ３６，５２０ １，０５０ １，３２０ ７２０ ５９．６６

今回修正予想（Ｂ） ３６，７００ １，０００ １，４３０ ８１０ ６７．１１

増減額（Ｂ－Ａ） １８０ △  ５０ １１０ ９０ 

増減率（％） ０．５ △ ４．８  ８．３ １２．５ 

（ご参考） 
前期実績 

（平成26年3月期） 
３５，４６４ ９８３ １，４４５ ７６４ ６３．３４

 

 

（３）業績予想修正の理由 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、４月の消費税増税による駆け込み需要の反動

や、天候不順の悪影響から個人消費の持ち直しが鈍いものにとどまるなど、回復の度合いにばらつき

が見られたものの、雇用情勢等の改善や、政府の各種の経済政策を背景に全般的には景気は持ち直し

つつある状況の一方で、新興国の景気減速や米国の金融政策、欧州などの地政学リスクの高まり等も

あり、依然として不透明な状況で推移しました。 

また、当社グループと関係の深い自動車業界では、消費税増税等の影響もあり、生産、販売ともに

弱含みで推移しました。 

このような環境の中で当社グループの業績につきましては、消費税増税の影響による物量の減少に

加え、新規事業所で予想以上にコストが増加したこと等により、当初予想に比較して減益になると見

込むことから、平成 26 年４月 25 日に公表した第２四半期累計期間及び通期の業績数値を修正するも

のであります。 

なお、個別業績の第２四半期累計期間及び通期の経常利益、当期純利益の増益は、関係会社からの

配当金が当初見込みより増加したことによるものであります。 

(注)上記の業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づいており、実際の業績等は今後様々な要因により異なる可能性があります。 

 
以 上 


